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休日在宅当番医のご案内（診療時間　９時～１７時）
  【凡例】（内）…内科、（小）…小児科、（外）…外科、（整）…整形外科、（リ）…リハビリテーション科、（耳）…耳鼻咽喉科、（胃）…胃腸科、（胃内）…胃腸内科、　　　
　　　　 （消）…消化器科、（消内）…消化器内科、（消外）…消化器外科、（循）…循環器科、（循内）…循環器内科、（腎）…腎臓内科、（糖内）…糖尿病内科、
　　　　 （呼）…呼吸器科、（皮）…皮膚科、（脳）…脳神経外科、（神）…神経内科、（泌）…泌尿器科、 （肛）…肛門科、 （眼）…眼科、
　　　　 （産）…産婦人科、 （婦）…婦人科、 （ア）…アレルギー科、（総）…総合診療科、（放）…放射線科

医療機関、診療科等が変更となったり、やむを得ず休診となる場合がありますので、当日の新聞紙面または
飯塚医師会のホームページをご覧いただくか、医療機関へ連絡していただき、今一度ご確認をお願いします。

5月11日
日

5月18日
日

5月25日
日

6月1日
日

飯塚市横田649-10
こどもクリニックもりた

(小)
0948-26-6650

飯塚市西町4-38
千手医院
(内)(呼)

0948-22-3363

飯塚市新飯塚18-12
津川診療所

(小)
0948-22-1466

飯塚市潤野855
二宮医院
(内)(小)

0948-22-3272

飯塚市横田334
ナワタ消化器外科医院

(内)(消外)
0948-24-2303

飯塚市新立岩4-10
西原内科消化器科クリニック

(内)(消)
0948-25-0070

飯塚市片島2-5-4
林田胃腸科医院

(内)(胃)(放)
0948-22-8656

飯塚市伊川548-1
ひだ内科クリニック

(内)
0948-52-6801

飯塚市片島2-6-8
いしこ整形外科

(整)
0948-52-3595

飯塚市有井355-83
江藤外科胃腸科

(外)(胃)
0948-82-2381

飯塚市吉原町10-6
青山外科医院

(外)(整)
0948-22-0212

飯塚市柏の森618
越智外科胃腸科医院

(外)(胃)
0948-22-9081

飯塚市堀池254-1
なかおクリニック

(内)
0948-21-5755

飯塚市小正40-1
西園内科クリニック

(内)(小)
0948-24-9308

飯塚市楽市310-14
庄田整形外科

(整)
0948-30-1520

飯塚市楽市131-1
松口循環器科・内科医院

(内)(循)
0948-26-0800

嘉麻市鴨生94-29
菊原内科クリニック

(内)
0948-43-1005

嘉麻市鴨生192
馬郡医院
(内)(小)

0948-42-0107

嘉麻市鴨生532
西野病院
 (内)(外)

0948-42-1114

嘉麻市下山田423
平塚医院

(外)
0948-52-0320

【飯塚市立病院よりお願い】
※初診の方は、かかりつけ医より紹介状を持参していただくようお願いします。
※正確な薬剤情報や特定健診情報を取得・活用することができる、マイナ保険証の利用にご協力をお願いいたします。

医 療  あ れ こ れ
テーマ：薬の負担どう減らす？ポリファーマシーと残薬について

　ポリファーマシーとは、「Poly（多くの）」＋「Pharmacy
（調剤）」の造語で、一般的に6種類以上のお薬が処方され
ている場合によく使われる言葉です。高齢者では複数の病気
にかかるリスクが高まるため、処方されているお薬が多くな
る傾向にあります。特に75歳以上の患者さんでは、約4人に
1人が7種類以上の薬剤を処方されているという報告もあり
ます。
 ポリファーマシーの問題点は、主に医療費の高騰や薬物有
害事象の発生頻度増加、さらには残薬の増加にあります。薬
物有害事象とは、薬の服用によって引き起こされる意図しな
い症状や副作用のことを指します。
　残薬の問題点は、近年、高齢者の自宅から大量の薬が見
つかる事例が増えており、多種類が処方されたことに起因し
て、必要な薬をきちんと服用できず、症状が悪化、さらなる
薬が処方されるという悪循環が報告されています。厚生労働
省によると、75歳以上の患者における残薬の年間総額は約
475億円に達しており、これは医療費の高騰の原因にもなっ
ています。

ポリファーマシー・残薬に対する対策

　処方されているお薬で飲み忘れることが多い、飲みづら
い、お薬が自宅に余っているなどお困りのことがある場合や
お薬のことで不明な点がある場合は、医師または薬剤師ま
でご相談ください。

飯塚市立病院 
薬剤室　　
室長　

山下　崇
やました　  たかし

●お薬手帳を活用しましょう
　お薬手帳は、自分の服用しているお薬の情報、アレルギー情
　報、過去の病歴などを記録しておくための大切なツールで
　す。医療機関を受診する際や薬局に行く際は必ず携帯し、医
　師や薬剤師に提示しましょう。
●複数の医療機関を受診する際は、お薬手帳を1冊にまとめましょう
　複数の医療機関にかかっている場合、それぞれの医療機関で
　別々の手帳を使用していると、処方内容が重複したり、必要
　な情報が共有されない可能性があります。
●薬剤師に相談しましょう
　薬の服用方法や副作用について不安がある場合は、薬剤師
　に相談しましょう。薬剤師は、お薬に関する専門知識を有し
　ており、適切なアドバイスをしてくれます。


